

























今回の論文のうち 2編は， 11の学会発表論文を纏めたものであり 1編は人文学報NO.168(1984年)
を編集しなおしたものである。
1989年度にまだ多少の補足的研究が残っているが，ほぽ全研究が完成したこの時点で特集号として論
文を纏めることが出来ることは我々研究グループのメンバーにとって大変光栄なことである。 6編の論
文を通じて，それなりの成果があげられたものと確信している。
7年間にわたる調査研究や論文を纏めるに当たって多くの人の援助を受けた。研究グループを代表し
てここに心から謝意を表する次第である。
なお，後半の3編は一般投稿論文である。
加藤義明
